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教
育
委
員
会
制
度
が

変
わ
り
ま
す

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
が
次

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

27

れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の

教
育
委
員
会
の
課
題

●
教
育
委
員
長
と
教
育
長
の
ど

ち
ら
が
責
任
者
か
わ
か
り
に

く
い
。

●
教
育
委
員
会
の
審
議
が
形
骸

化
し
て
い
る
。

●
い
じ
め
等
の
問
題
に
対
し
て

必
ず
し
も
迅
速
に
対
応
で
き

て
い
な
い
。

●
地
域
住
民
の
民
意
が
十
分
に

反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

●
地
方
教
育
行
政
に
問
題
が
あ

る
場
合
に
、
国
が
最
終
的
に

責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

教
育
委
員
会
の
改
革

●
教
育
行
政
に
お
け
る
責
任
体
制

の
明
確
化

●
教
育
委
員
会
の
審
議
の
活
性
化

●
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築

●
地
域
の
民
意
を
代
表
す
る
首
長

と
の
連
携
の
強
化

●
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
等
が
起
き

た
後
に
お
い
て
も
、
再
発
防
止

の
た
め
に
国
が
教
育
委
員
会
に

指
示
で
き
る
こ
と
を
明
確
化

政
治
的
中
立
性
の
確
保

◆
教
育
委
員
会
は
、
引
き
続
き

執
行
機
関

◆
総
合
教
育
会
議
で
、
首
長
と

協
議
・
調
整
は
行
う
が
、
最

終
的
な
執
行
権
限
は
教
育
委

員
会
に
留
保
さ
れ
て
い
る
。

変
わ
り
ま
す

1.

教
育
行
政
の
責
任
の
明
確
化

従
来
の
教
育
委
員
会
と
教
育
長

※

教
育
長
に
つ
い
て
は
、所
信
表
明
な
ど
丁
寧
な
手
続
き
を

　

期
待

首
長
が
教
育
長
を
任
命

同
意

教
育
委
員
会

議
会

委
員兼

任

委
員
長

（
非
常
勤
）

教
育
委
員
会
の
代
表
者
、

会
議
の
主
宰
者

議
会

同
意

事
務
局

教
育
委
員
を
任
命

教
育
長
を
任
命

首
長

首
長

委
員
委
員
長

教
育
長

委
員

委
員

委
員

委
員

教
育
長

委
員

委
員

教
育
長

（
常
勤
）

具
体
的
な
事
務
執
行
の

責
任
者
、
事
務
局
の
指

揮
監
督
者

新
「
教
育
長
」

（
常
勤
）

・
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
新
た
な
責
任

者
（
新
教
育
長
）
を
置
く
。

・
教
育
長
は
、
首
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
直
接
任

命
・
罷
免
を
行
う
。

・
教
育
長
は
、
教
育
委
員
会
の
会
務
を
総
理
し
、
教
育

委
員
会
を
代
表
す
る
。

・
教
育
長
の
任
期
は
、
3
年
と
す
る
。（
委
員
は
4
年
）

・
教
育
委
員
か
ら
教
育
長
に
対
し
、
教
育
委
員
会
会
議

の
招
集
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
教
育
長

は
委
任
さ
れ
た
事
務
の
執
行
状
況
を
教
育
委
員
会
に

報
告
す
る
。

★
教
育
委
員
会
の
会
務
を
総
理

し
、
教
育
委
員
会
を
代
表

（
会
議
の
主
宰
者
、
具
体
的

な
事
務
執
行
の
責
任
者
、
事

務
局
の
指
揮
監
督
者
）

★
任
期
３
年

教
育
長
を
任
命

教
育
委
員
を
任
命

変わります
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3.
国
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
関
与
の
見
直
し

・
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
の
防
止
等
、
児
童
生
徒
等
の
生
命
又
は
身
体
へ
の

被
害
の
拡
大
又
は
発
生
を
防
止
す
る
緊
急
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
文

部
科
学
大
臣
が
教
育
委
員
会
に
対
し
て
指
示
が
で
き
る
こ
と
を
明
確
化

す
る
た
め
、
第　

条
（
是
正
の
指
示
）
を
見
直
す
。

50

4.

そ
の
他

・
総
合
教
育
会
議
及
び
教
育
委
員
会
の
会
議
の
議
事
録
を
作
成
し
、
公
表

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
現
在
の
教
育
長
は
、
委
員
と
し
て
の
任
期
満
了
ま
で
従
前
の
例
に
よ
り

在
職
す
る
。

※
政
治
的
中
立
性
、
継
続
性
・
安
定
性
を
確
保
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会

を
引
き
続
き
執
行
機
関
と
し
、
職
務
権
限
は
従
来
ど
お
り
と
す
る
。

※
教
育
の
専
門
家
で
は
な
い
一
般
の
住
民
の
意
向
を
教
育
行
政
に
反
映
し

て
い
く
、
い
わ
ゆ
る「
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」の
考
え
方
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。

問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課

　

緯
０
２
８
７－

９
６－

２
１
１
４

　

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
本
法
律
に
関
す
る
詳
細
の
情
報
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

法
律
詳
細
：http://www.m

ext.go.jp/b_m
enu/houan/kakutei/de

tail/134895.htm
l

今
ま
で
の
教
育
委
員
会

密
接
な
関
連

首
長

総
合
教
育
会
議

・
首
長
は
、
総
合
教
育
会
議
を
設
け
る
。
会
議
は
首

長
が
招
集
し
、
首
長
、
教
育
委
員
会
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
。

・
首
長
は
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会

と
協
議
し
、
教
育
基
本
法
第
17
条
に
規
定
す
る
基

本
的
な
方
針
を
参
酌
し
て
、
教
育
の
振
興
に
関
す

る
大
綱
を
策
定
す
る
。

・
会
議
で
は
、
大
綱
の
策
定
、
教
育
条
件
の
整
備
等

重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策
、
緊
急
の
場
合
に
講
ず

べ
き
措
置
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
行
う
。
調
整

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
構
成
員
は
調
整
の
結

果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

□
首
長
が
招
集
・
会
議
は
原
則
公
開

□
構
成
員
は
首
長
と
教
育
委
員
会

　
（
必
要
に
応
じ
意
見
聴
取
者
の
出
席
を
要
請
）

□
協
議
・
調
整
事
項
は
次
の
と
お
り

①
教
育
行
政
の
大
綱
の
策
定

②
教
育
の
条
件
整
備
な
ど
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施

策
③
児
童
・
生
徒
等
の
生
命
・
身
体
の
保
護
等
緊
急

の
場
合
に
講
ず
べ
き
措
置

●
公
立
学
校
の
設
置
・

管
理
・
廃
止

●
教
職
員
の
人
事

●
教
育
課
程
、
生
徒
指

導
●
教
科
書
、
そ
の
他
の

教
材
の
取
り
扱
い

●
施
設
設
備
、
整
備

●
社
会
教
育

●
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、

文
化
財

●
大
学
に
関
す
る
こ
と

●
私
学
に
関
す
る
こ
と

●
予
算
の
編
成

●
条
例
案
の
提
出

教
育
長

委
員

委
員
長

委
員

委
員

教
育
に
関
す
る

大
き
な
権
限

す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
に

「
総
合
教
育
会
議
」
を
設
置意見聴衆者

首
長

教
育
長

委
員

委
員
委
員
委
員

変わります

委
員
委
員
委
員

委
員
委
員
委
員

2.

総
合
教
育
会
議
の
設
置
、
大
綱
の
策
定
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な
か
が
わ
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

連
絡
協
議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
！

◆
協
議
会
の
活
動
内
容

　

協
議
会
は
、
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
、
地
域
づ
く
り

の
団
体
、
企
業
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
協
議
、
提
案
を
行
い
、

そ
の
実
践
活
動
を
促
し
ま
す
。

○
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
創
造
（
6

次
産
業
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化
、
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
に
よ
る
産
業
の
振
興
）

○
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

◆
募
集
人
員

○
地
域
づ
く
り
の
団
体
ま
た
は
企
業
か
ら
の

選
出
者
や
参
加
を
希
望
さ
れ
る
個
人　
　

　

名
程
度

10

◆
任
期

　

委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

平
成　

年
3
月　

日
ま
で

29

31

◆
応
募
資
格

○
地
域
づ
く
り
の
団
体

ま
た
は
企
業
か
ら
の
選
出
者

・
町
内
に
、
活
動
拠
点
を
置
く
団
体
ま
た
は

事
業
所
を
置
く
企
業

・
政
治
、
宗
教
活
動
を
し
て
い
な
い
団
体
、

企
業

・
夜
間
の
会
議
で
も
出
席
可
能
で
あ
る
こ
と

○
参
加
を
希
望
さ
れ
る
個
人

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、　

歳
以
上
で
あ
る

20

方
・
政
治
、
宗
教
活
動
を
し
て
い
な
い
方

・
夜
間
の
会
議
で
も
出
席
可
能
で
あ
る
こ
と

◆
委
員
報
酬　

無
報
酬

◆
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
企

画
財
政
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
企
画
財
政
課
に
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
入
手

で
き
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

3
月　

日（
火
）ま
で

31

　

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
で
す
。

◆
選
考

　

応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
町
に
お
い
て
年

齢
構
成
や
意
見
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
選

考
、
決
定
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
4

92

E
-m
ail:kikaku@

tow
n.tochigi-nakaga

wa.lg.jp

合
併　

周
年
記
念
事
業　

那
珂
川
町
の
歌

10

歌
詞
の「
フ
レ
ー
ズ
」を
募
集
し
ま
す
！

　

本
年
、
合
併　

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
町
民
か
ら
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
那
珂

10

川
町
の
歌（
以
下
、
町
う
た
）を
制
作
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
未
来
に
向
け
た
新
し

い
象
徴
と
な
る
よ
う
な
、
那
珂
川
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
詞
の
フ
レ
ー
ズ
を

募
集
し
ま
す
。

■
町
う
た
制
作
の
考
え
方

　

町
民
か
ら
愛
さ
れ
る
も
の

（1）
　

町
民
と
し
て
誇
り
を
持
て
る
も
の

（2）
　

町
民
の
一
体
感
が
さ
ら
に
醸
成
さ
れ
る

（3）
も
の

　

町
外
に
住
む
出
身
者
か
ら
も
愛
さ
れ
、

（4）
郷
土
に
思
い
を
は
せ
る
も
の

　

町
民
か
ら
親
し
ま
れ
歌
い
継
が
れ
る
も

（5）
の

■
募
集
内
容

　

町
民
に
と
っ
て
、
親
し
み
や
す
く
、
分

か
り
や
す
い
こ
と
ば
で
、
新
た
な
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
那
珂
川
町
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
も
の
と
し
ま
す
。

　

那
珂
川
町
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
単
語
一

（1）
節
（
フ
レ
ー
ズ
）

　

那
珂
川
町
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
歌
詞
全

（2）
文
で
の
応
募
も
可
能
と
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
を
も
と
に
、
専
門
家
に
よ
り

作
詞
・
作
曲
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
用
紙
の
入
手
方
法

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（1）h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.to
c
h
ig
i-n
a
k

a
g
a
w
a
.lg
.jp

　

役
場
本
庁
舎
2
階
企
画
財
政
課

（2）
　

役
場
小
川
庁
舎
1
階
総
合
窓
口
課

（3）■
締
切
り　

4
月　

日（
木
）必
着

30

■
応
募
資
格

　

那
珂
川
町
在
住
者
に
限
ら
ず
、
那
珂
川

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
応

募
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課

緯
0
2
8
7－

9
2－

1
1
1
4
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栃
木
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
来
る
4
月　
12

日
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
平
成　

年
1
月
以
降

27

に
那
珂
川
町
に
転
入
し
た
方
は
、
次
の
こ
と

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

1　

平
成　

年
1
月
2
日
ま
で
に
那
珂
川
町

27

に
転
入
届
を
さ
れ
た
方

　

那
珂
川
町
に
お
い
て
栃
木
県
議
会
議

員
選
挙
（
那
須
烏
山
市
・
那
珂
川
町
選

挙
区
）
の
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

2　

平
成　

年
1
月
3
日
以
降
に
栃
木
県
内

27

の
他
の
市
町
か
ら
那
珂
川
町
に
転
入
し
、

転
入
届
を
さ
れ
た
方

　
「
引
き
続
き
栃
木
県
の
区
域
内
に
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
※
」
を
提
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
住
所
地
の
市
町

で
、
そ
の
市
町
の
属
す
る
選
挙
区
の
栃

木
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

栃
木
県
議
会
議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

．

※
「
引
き
続
き
栃
木
県
の
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」
に
つ
い
て
役

場
担
当
窓
口
で
発
行
（
無
料
）
し
ま
す

の
で
、
こ
の
証
明
書
を
前
住
所
地
の
投

票
所
の
受
付
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
期
日
前
投
票
を
行
う
場
合
や
、

投
票
用
紙
等
の
請
求
の
手
続
き
を
す
る

場
合
に
も
こ
の
証
明
書
の
提
示
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

3　

平
成　

年
1
月
3
日
以
降
に
栃
木
県
外

27

の
市
区
町
村
か
ら
那
珂
川
町
に
転
入
し

転
入
届
を
さ
れ
た
方

　

栃
木
県
議
会
議
員
選
挙
の
ほ
か
、
旧

住
所
地
の
道
府
県
議
会
議
員
の
選
挙
に

つ
い
て
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

那
珂
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

緯
0
2
8
7
―
9
2
―
1
1
1
1

．
．

平
成　

年
４
月
か
ら

２７中
学
校
３
年
生
ま
で
の
こ
ど
も
の
医
療
費
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。

現　　　在
資格者証の色助成方法区分

ピンク色

現物給付（栃木県内
医療機関等のみ）3歳未満

償還払い3歳～
中学3年生

平成27年4月から
資格者証の色助成方法区分
ピンク色

現物給付（栃木県内
医療機関等のみ）

未就学児

みず色小学生～
中学3年生

☆
那
珂
川
町
に
住
所
の
あ
る
中
学
校
3
年
生

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
、
栃
木
県
内
の
医
療

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

機
関
等
を
受
診
し
た
場
合
は
、
保
険
診
療

釈
若

錫
錫
錫
錫

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫

の
自
己
負
担
分
の
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

釈
若

錫
錫
錫
錫

の
支
払
い
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

現
物
給
付

☆
栃
木
県
外
の
医
療
機
関
等
及
び
栃
木
県
内

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫

の
一
部
の
整
骨
院
・
接
骨
院
等
を
受
診
し

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

た
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
、
医
療
機
関
の

窓
口
で
保
険
診
療
自
己
負
担
分
を
お
支
払

い
い
た
だ
き
、
領
収
書
を
添
付
し
て
健
康

福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。償

還
払
い

～
利
用
す
る
際
の
注
意
点
～

・「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

と
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示
し
な
い

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

と
、
現
物
給
付
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

・
平
成　

年
4
月
1
日
以
降
に
使
用
で

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

27

き
る
新
し
い
「
こ
ど
も
医
療
費
受
給

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

資
格
者
証
」
は
、
3
月
下
旬
に
送
付

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

し
ま
す
。
古
い
受
給
資
格
者
証
は
、

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

平
成　

年
4
月
1
日
以
降
は
使
用
で

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

27

き
ま
せ
ん
。

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

問
い
合
わ
せ　
　

健
康
福
祉
課　

緯
0
2
8
7－

9
2－

1
1
1
9

栃
木
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
転
入
者
の
投
票
に
つ
い
て

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

投
票
日　
　

平
成　

年
４
月　

日（
日
）

２７

１２

告
示
日　
　

平
成　

年
４
月
３
日（
金
）

２７

期
日
前
投
票　
　

平
成　

年
4
月
4
日（
土
）～
4
月　

日（
土
）

27

11

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
8
時　

分
～
午
後
8
時

30

　
　
　
　
　
　
　
　

・
馬
頭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
馬
頭
期
日
前
投
票
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　

・
小
川
公
民
館
（
小
川
期
日
前
投
票
所
）

投
票
場
所
の
変
更
に
つ
い
て

　

馬
頭
第
2
投
票
区
の
投
票
所
は
、
馬
頭
小
学
校
体
育
館
に
変
更
し
ま
し
た
。
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国民健康保険・国民年金 こんな時には役場に届出が必要です！
　春は学校の卒業・入学、職場では就職・退職など異動の多い季節です。異動に伴い、加入している健康保険や年
金が変わる場合がありますので、脱退・加入の手続きを忘れないようにしましょう。

役場にもっていくもの国民年金に加入・脱退するとき役場にもっていくもの国保に加入・脱退するとき
国民年金加入届　印鑑20歳になったとき転出証明書、印鑑他の市町村から転入したとき
年金手帳、資格喪失証明書社会保険などをやめたとき国保の保険証、印鑑他の市町村へ転出するとき
印鑑、（離職による場合は、雇
用保険受給者証または、雇用
保険離職票等）

収入が少なく
免除をうけたいとき

国保と社保の保険証、印鑑社会保険などに入ったとき

印鑑、年金手帳、学生証また
は在学証明書

学生で
納付特例をうけたいとき

資格喪失証明書、印鑑、年金
受給者は年金証書

社会保険などをやめたとき

母子健康手帳、保険証、印鑑子供が生まれたとき
国保の保険証、印鑑死亡したとき

※世帯に国保加入者がいる場合の転入、転出、転居、世帯合併、世帯分離、世帯主変更などの住民異動届に伴う異
動の際にも、国保の保険証を持参してください。

問い合わせ　　住民生活課保険年金係　緯0287－92－1112　　小川庁舎総合窓口課町民係　緯0287－96－2111

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526　那須烏山市田野倉６６０－１  

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役　塩野目省三）  

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

動物愛護団体 ちばわん＆犬猫みなしご救援隊 協働活動

犬猫一斉不妊手術実施のお知らせ
～平成27年度

国民健康保険保健事業のお知らせ～

人間（脳）ドック助成 　愛犬・愛猫の健康維持の為にも、近隣への迷惑防止
のためにも、不妊手術をお勧めします。
　もちろん、飼い主不明の野良猫たちにも、ぜひこの
機会に。（野良猫の捕獲相談も承ります。）

日時　　月　日（火・祝）　午前　時～　※完全予約制5 5 9
場所　山村開発センター南側空地　

栃木県那須郡那珂川町馬頭557
実施内容
　不妊手術、ワクチン接種、ノミ・マダニ駆除
予約・問い合わせ
犬猫みなしご救援隊チーム那珂川　

岡崎恵美子　緯090-7278-0655

　生活習慣病等の早期発見に、人間ドック、脳ドッ
クの費用の一部を助成いたします。

対　象
・35歳以上の国民健康保険の加入者
・保険税の滞納のない世帯
※町の特定健診（集団健診）との重複受診はでき
ません。

助成額　25,000円

内　容　
人間ドック、脳ドックどちらか一方を利用するこ
とができます。宿泊での人間ドックも可能です。

申込み方法　補助金交付申請書の提出
（住民生活課・総合窓口課にございます。）

持参するもの　印鑑・国民健康保険被保険者証

受付開始　平成27年4月15日（水）から
※対象となる医療機関、料金等詳細についてはお
問い合わせください。

申し込み・問い合わせ
住民生活課　　　　　緯0287－92－1112
小川庁舎総合窓口課　緯0287－96－2111

内容　手術対象犬猫の送迎、会場の設営及び後片付
け、その他

この活動にボランティアで参加しませんか？

7 広報なかがわ　平成27年　月10日3

【那珂川町では税収確保に向け、次のような取組を行っています】

あなたの税が未来を拓く
市町村税滞納ぼく滅月間2015

　納税の公平と税収の確
保を図るため、3～5月
を「市町村税滞納ぼく滅
月間2015」として、栃木
県との協働により、県内
一斉に徴収の強化に取り
組みます。

　町は、自主的な納税を期待しています。期限を過ぎて
も納付がない場合は財産の滞納処分（差押・公売など）
をしなければなりません。差押財産の調査のため、滞納
者の住居や事業所の捜索をすることもあります。
　滞納処分をしなくてもよいように、皆さんの自主的な
納税をお願いします。

◆自主的な納付

　皆さんが納めた税金が
町の行政サービスを支え
ています。納税しない人
が増えると生活に必要な
様々な事業が行えなくな
ります。

◆一人ひとりが
那珂川町を支える

納税相談　町税を納期限内に納めることが困難な方の相談を受け付けています。
納税催告　納期限を過ぎても納付がない方に対し、督促状・催告書等の送付、電話催告、自宅訪問、勤務先訪問

を行います。
財産調査　滞納者の財産について、官公署、金融機関、保険会社、通信機関等に対し調査を行います。
給与調査　滞納者の給与を差押するため、勤務先に対し給与の調査を行います。
差押処分　不動産・預貯金や生命保険、給与のほか、自動車などの差押を行います。差押後も納付されない場合、

差押財産の公売・取立を行います。
問い合わせ　税務課管理収税係　緯0287－92－1120

■指定代理金融機関の追加指定について
　町の公金を収納できる金融機関に、新たに烏山信用
金庫が加わりました。
　平成27年4月1日から、口座振替や納付書を使用して
税金等を納めることができるようになります。
　口座振替を希望する方は、通帳と届出印をお持ちの
上、金融機関の窓口へお申し出ください。
（1）指定金融機関

名　　　称

株式会社足利銀行

（2）指定代理金融機関

名　　　称

那須信用組合

那須南農業協同組合

株式会社栃木銀行

烏山信用金庫

町県民税特別徴収の
口座振替のご案内

　事業所様により納入いただく町県民税の特別徴収
について、27年度から従来の金融機関に加え、烏山
信用金庫、ゆうちょ銀行での口座振替が可能になり
ます。
　申し込みは4月からの受付となります。振替を希
望される月の前々月までに口座登録印を持参のうえ、
依頼される金融機関の窓口にお申し出ください。
　口座振替依頼書は下記の場所に備え付けてありま
すのでご利用ください。
・那珂川町役場税務課
・小川庁舎総合窓口課
・足利銀行馬頭支店
・那須信用組合馬頭支店
・町内郵便局
・栃木銀行烏山支店
・那須南農業協同組合本店・各支店
・烏山信用金庫本店営業部
【問い合わせ】
那珂川町税務課
緯0287－92－1120

◆県内一斉の取組
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公
民
館
活
動
の
一
環
と
し
て
、
久
那
瀬

公
民
館
で
第
8
回 
笑
っ
て
健
康
「
落
語
を

楽
し
む
会
」
が
1
月　

日
に
開
催
さ
れ
、

31

約
1
0
0
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
県
内
在
住
の
ア
マ

チ
ュ
ア
落
語
家
の
火
災
亭
珍
歌
さ
ん
や
道

楽
亭
か
ね
平
さ
ん
な
ど
4
人
の
落
語
家
が

参
加
し
ま
し
た
。
火
災
亭
珍
歌
さ
ん
の
創

作
落
語
「
カ
ラ
オ
ケ
番
外
地
」
や
道
楽
亭

か
ね
平
さ
ん
の
「
背
中
で
老
い
て
る
唐
獅

子
牡
丹
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
4
人
の
落

語
家
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
あ
る
落
語
に
、
会

場
か
ら
は
大
き
な
笑
い
や
拍
手
が
わ
き
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

休
耕
田
を
利
用
し
て
養
殖
を
行
い
、
町

の
特
産
と
な
っ
て
い
る
ホ
ン
モ
ロ
コ
が
1

月　

日
、
町
内
の
各
幼
稚
園
・
小
中
学
校

28
で
学
校
給
食
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
那
珂
川
町
ホ
ン
モ
ロ
コ
養
殖

組
合
連
絡
協
議
会
が
生
産
す
る
「
那
珂
川

町
里
山
ほ
ん
も
ろ
こ
」（
大
内
久
通
産
）　
35

キ
ロ
・
1
4
0
0
人
分
が
提
供
さ
れ
ま
し

た
。

　

給
食
に
は
、
ホ
ン
モ
ロ
コ
を
素
揚
げ
し
、

ご
ま
だ
れ
を
絡
め
て
甘
じ
ょ
っ
ぱ
く
味
付

け
さ
れ
た「
ホ
ン
モ
ロ
コ
の
ご
ま
が
ら
め
」

と
し
て
登
場
し
ま
し
た
。
ホ
ン
モ
ロ
コ
は

初
め
て
食
べ
る
児
童
が
多
く
い
ま
し
た
が
、

に
が
み
が
な
く
、
淡
白
な
味
に
「
美
味
し

い
」
と
笑
顔
で
給
食
を
頬
張
っ
て
い
ま
し

た
。 那

珂
川
町
里
山
ほ
ん
も
ろ
こ
が

学
校
給
食
に
登
場

第
8
回
笑
っ
て
健
康

「
落
語
を
楽
し
む
会
」

　

自
然
に
親
し
む
体
験
活
動
を
行
う
「
ネ

イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
雪
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」
が
、

1
月　

日
か
ら
2
月
1
日
、
1
泊
2
日
の

31

日
程
で
国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
雪
山
ハ
イ

キ
ン
グ
に
は
、
町
内
の
小
学
3
年
生
か
ら

6
年
生　

名
が
参
加
し
、
日
頃
体
験
す
る

20

こ
と
の
な
い
た
く
さ
ん
の
雪
の
中
で
、
ハ

イ
キ
ン
グ
や
そ
り
す
べ
り
、
雪
像
づ
く
り

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
講
師
の
指
導
の
も

と
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
、
雪
山
の
自

然
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
厳
し
い
冬
の
寒

さ
を
山
の
木
々
や
動
物
た
ち
が
ど
の
よ
う

に
過
ご
す
の
か
、
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に

学
ん
で
い
ま
し
た
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

雪
山
ハ
イ
キ
ン
グ

　

高
齢
者
を
見
守
る
立
場
の
方
々
を
対
象

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
「
高
齢
者
の
消
費
者
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
」
及
び
劇
団
「
ら
く
り

ん
座
」
に
よ
る
消
費
者
被
害
防
止
啓
発
劇

が
2
月
4
日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
県
消
費
者
行
政
推
進

室
相
談
啓
発
チ
ー
ム
の
田
口
浩
江
氏
を
講

師
に
迎
え
、
悪
質
商
法
の
手
口
や
消
費
者

被
害
の
実
情
、
そ
の
対
処
方
法
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
後
、
劇
団
ら
く
り
ん

座
の
消
費
者
被
害
防
止
啓
発
劇
「
宇
宙
大

王
の
せ
つ
な
い
大
冒
険
」
が
上
演
さ
れ
ま

し
た
。
困
っ
た
時
や「
お
か
し
い
」と
思
っ

た
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

緯
0
5
7
0－

0
6
4－

3
7
0

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
＆

消
費
者
被
害
防
止
啓
発
劇
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馬
頭
広
重
美
術
館
の
平
成　

年
度
夏
季

26

特
別
展「
福
を
招
く
！
猫
じ
ゃ
猫
じ
ゃ
展
」

が
日
本
ア
ー
ト
評
価
保
存
協
会
の
秀
逸
企

画
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
美
術
館
の
規
模
は
小
さ
く

て
も
質
が
高
く
開
催
趣
旨
が
タ
イ
ム
リ
ー

で
有
意
義
な
展
覧
会
に
与
え
ら
れ
る
も
の

で
す
。
授
賞
式
は
2
月　

日
に
東
京
銀
座

17

の
メ
デ
ィ
カ
ル
ビ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
福
を
招
く
！
猫
じ
ゃ
猫
じ
ゃ
展
」
は
、

猫
を
描
い
た
浮
世
絵
や
郷
土
人
形
に
よ
り

江
戸
・
明
治
時
代
の
猫
と
人
間
の
関
係
を

探
っ
て
い
く
も
の
で
、
こ
の
と
き
の
研
究

で
は
広
重
が
猫
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
林
業
振
興
会
主
催
の
「
冬
の

里
山
体
験
」
が
2
月
7
日
に
小
砂
の
よ
ろ

こ
び
の
森
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
よ
ろ
こ
び
の
森
で
切
り
出
さ

れ
た
間
伐
材
を
使
っ
て
、
ウ
サ
ギ
の
置
物

を
作
り
ま
し
た
。
の
こ
ぎ
り
や
ド
リ
ル
な

ど
を
使
用
す
る
た
め
、
親
子
で
協
力
し
作

成
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
し
た
。
耳
や
腕

な
ど
、
パ
ー
ツ
を
取
り
付
け
る
作
業
に
苦

戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
林
業
振
興
会
の

方
々
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

各
々
可
愛
ら
し
い
ウ
サ
ギ
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

昼
食
に
は
、
カ
レ
ー
や
お
で
ん
、
郷
土

料
理
の
し
も
つ
か
れ
な
ど
が
登
場
し
、
小

砂
の
自
然
や
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

那
須
塩
原
市
を
中
心
市
と
し
、
大
田
原
、

那
須
、
那
珂
川
の
4
市
町
が
取
り
組
ん
で

い
る
「
那
須
地
域
定
住
自
立
圏
構
想
」
で
、

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の
合
同
調
印
式
が

2
月　

日
に
那
須
塩
原
市
役
所
で
開
か
れ

10

ま
し
た
。

　

本
構
想
は
、
八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自

立
圏
構
想
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
、
栃

木
県
内
の
圏
域
と
な
る
た
め
、
こ
の
那
須

地
域
の
特
色
に
あ
っ
た
連
携
事
業
が
期
待

で
き
ま
す
。
今
後
9
月
ま
で
に
実
施
計
画

と
な
る
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
目
指
し
、

本
構
想
で
は
圏
域
の
将
来
像
を
「
多
自
然

地
域
と
居
住
都
市
の
新
た
な
共
生
」
と
設

定
し
ま
し
た
。
観
光
、
環
境
、
公
共
交
通

の
3
分
野
に
集
中
的
に
取
り
組
む
計
画
で

す
。 那

須
地
域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

合
同
調
印
式

　

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
事
業
と

し
て
、
2
月　

日
に
大
田
原
市
の
那
須
野

20

が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
総
務
大
臣
で
民
間
調
査
機
関
「
日
本

創
成
会
議
」
座
長
の
増
田
寛
也
氏
が
「
人

口
減
少
と
超
高
齢
社
会
に
備
え
て
」
を

テ
ー
マ
に
基
調
講
演
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

　

増
田
氏
は
、「　

、　

才
代
の
若
年
女
性

20

30

の
減
少
と
地
方
か
ら
大
都
市
圏
へ
の
若
者

の
流
出
」
が
問
題
で
あ
り
、「
中
心
市
と
近

隣
市
町
が
役
割
分
担
を
し
、
圏
域
全
体
と

し
て
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
定
住
自

立
圏
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

定
住
自
立
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

「
猫
じ
ゃ
猫
じ
ゃ
展
」
が

ア
ー
ト
評
価
保
存
協
会

秀
逸
企
画
賞
を
受
賞

冬
の
里
山
体
験P

A
R
T
6
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保
健
師
の
い
き
い
き
通
信

な
か
が
わ
・
子
育
て
・
な
う

今
回
の
テ
ー
マ

～
子
育
て
支
援
講
演
会
～

　

2
月　

日（
火
）に
埼
玉
県
越
谷

10

市
に
あ
る
越
谷
心
理
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
秋
山
邦
久
先
生
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
、
小
中
学
校
の

先
生
・
保
育
園
や
幼
稚
園
の
先
生
・

町
の
子
育
て
支
援
関
係
者
を
対
象

に
子
育
て
支
援
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
は
講
演
会
の
内
容

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

◆
家
族
と
し
て
「
体
験
を
共
有
す

る
」
こ
と
の
大
切
さ

　

近
年
は
核
家
族
化
や
電
子
機
器

の
普
及
に
よ
っ
て
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
映
像
を
見
ら
れ
る
機
械
が
一
人

1
台
あ
る
と
い
う
家
庭
も
あ
る
時

代
で
す
。
家
族
の
中
で
子
ど
も
た

ち
と
同
じ
物
を
見
て
感
動
し
た
り
、

同
じ
体
験
を
し
て
驚
い
た
り
す
る

経
験
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

同
じ
体
験
を
共
有
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
家
族
と
し
て
の
実
感
を
持

つ
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
家
族
の
中
で
同
じ
体
験
を

共
有
す
る
時
間
を
た
く
さ
ん
持
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◆
「
行
動
」
を
変
え
る
関
わ
り
方

　

子
ど
も
に
限
ら
ず
、
相
手
の
行

動
を
変
え
た
い
と
思
っ
た
時
に
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
こ
ち
ら
の
関
わ
り
方
を
変

え
る
こ
と
で
相
手
の
心
を
変
え
る

こ
と
で
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
こ

と
が
有
効
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
「
ほ
め
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
以
前
の
「
子
育
て
な
う
」
の

中
で
も
子
ど
も
を
ほ
め
る
こ
と
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今

回
は
よ
り
具
体
的
な
方
法
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

◆
ほ
め
る
技
術

①
質
問
上
手
は
ほ
め
上
手

　

相
手
に
質
問
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、
そ
の
相
手
の
行
動
を
よ
く

観
察
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。「
ど
う
し
て
そ
う
し
よ

う
と
思
っ
た
の
？
」「
上
手
に
で
き

た
ね
。
ど
う
や
っ
た
か
教
え
て
く

れ
る
？
」
な
ど
と
、
質
問
上
手
を

目
指
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
プ
ロ
セ
ス（
過
程
）を
ほ
め
る

　

子
ど
も
た
ち
が
何
か
に
取
り
組

ん
だ
時
、
頑
張
っ
た
け
れ
ど
失
敗

し
て
し
ま
っ
た
時
に
結
果
で
は
な

く
そ
の
過
程
に
注
目
を
し
、
そ
の

努
力
を
ほ
め
る
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。

③
う
わ
さ
で
ほ
め
る

　

そ
の
場
に
は
い
な
い
人
を
例
に

挙
げ
て
、「
お
母
さ
ん
が
聞
い
た

ら
き
っ
と
喜
ぶ
よ
」
な
ど
と
他
の

人
か
ら
も
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
を
伝

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

④
感
動
を
伝
え
る

　

子
ど
も
の
行
動
に
対
し
、
こ
ち

ら
が
感
動
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え

ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
さ
す

が
！
」「
す
ば
ら
し
い
！
」「
す
ご

い
！
」
で
す
。
こ
の
言
葉
を
付
け

て
伝
え
る
と
よ
り
感
動
が
伝
わ
り

や
す
い
で
す
。
そ
し
て
そ
れ
を

「
さ
り
げ
な
く
」
使
う
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

⑤
感
謝
を
伝
え
る

　
「
あ
り
が
と
う
」は
最
大
の
ほ
め

言
葉
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
身

近
な
人
に
伝
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
家
族
や

先
生
な
ど
周
囲
の
人
が
子
ど
も
の

中
の
社
会
の
す
べ
て
で
す
。「
あ

な
た
は
あ
な
た
で
大
丈
夫
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
常
に
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
2
8
7（　

）1
1
8
8

92

　

那
珂
川
町
青
少
年
健
全
育
成
町

民
大
会
が
2
月　

日
に
小
川
総
合

15

福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
青
少
年
育
成
に
関
す

る
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の

通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

○
青
少
年
育
成
功
労
者
表
彰

薄
井
忠
恵
（
小
川
）

和
知
英
夫
（
北
向
田
）

○
善
行
表
彰

薄
井
佑
季
（
浄
法
寺
）

大
森
真
優
（
小
川
）

○
感
謝
状
贈
呈

　

体
育
協
会

　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
部

平
成　

年
度
那
珂
川
町
青
少
年
健
全
育
成
大
会

２６

　

ま
た
、
元
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
望
月
聡
氏
に
よ

る
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
キ
セ

キ
」
の
講
演
が
あ
り
、
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
か
ら
学
ん
だ
こ
と
に
つ

い
て
、
観
客
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト

に
答
え
「
や
る
気
」
と
「
自
己
決

定
力
」
に
つ
い
て
話
し
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
「
自
己
決
定
力
」
は

自
主
性
・
主
体
性
を
持
た
せ
る
こ

と
が
大
切
で
、
答
え
が
出
る
ま
で

待
っ
て
い
る
と
い
う
話
し
に
、
観

客
の
皆
さ
ん
は
メ
モ
を
取
り
な
が

ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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子育て支援センター ☎0287－96－5223

　　　センターは、0歳から
就学前のお子さんが家族と一緒に遊
べる場所です。親子のふれあい、交
流の場、育児相談の場として気軽に
ご利用ください。

利用日時　月曜日～金曜日

　　　　　9:00～17:00

◆行事への参加は、来所又は
電話でお申し込みください。

健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康管管管管管管管管管管理理理理理理理理理理セセセセセセセセセセンンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーーかかかかかかかかかかららららららららららののののののののののおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知らららららららららら健康管理センターからのお知らせせせせせせせせせせせ
○きらきらベビークラス
　　月の内容はベビーマッサージです。4
ベビーマッサージには、親子の愛情を深
めるほか、赤ちゃんの寝つきをよくした
り、便秘を解消するなどの効果もありま
す。ママ同士の情報交換も兼ねて、楽し
く子育てしませんか。

日　時：　月28日（火）4
午前10時～11時30分

場　所：健康管理センター
内　容：ベビーマッサージ
持ち物：バスタオル
料　金：オイル代150円
問い合わせ・参加の申し込み：
健康管理センター
緯0287－92－1188

3月は『こころの調子を崩しやすい時期』です
　眠れない、ゆううつな気分が続く、食欲がない、人に会いたくな
い…といった状態が続いている場合は『こころの健康相談』へご相
談ください。相談は無料です。
【電話・来所相談】
栃木県精神保健福祉センター　緯028（673）8785
栃木県烏山健康福祉センター　緯0287（82）2231
那珂川町健康管理センター　　緯0287（92）1188

【電話相談】
こころのダイヤル　緯028（673）8341
栃木いのちの電話　緯028（643）7830

【専門医による相談】
精神保健福祉クリニック
毎月第2水曜午後・要予約・無料
緯0287（82）2231（烏山健康福祉センター）

【弁護士による法律とこころの健康無料相談会】
平成27年3月12日（木）13時～15時
＊要予約＊
緯0287（82）2231（烏山健康福祉センター）

　月16日（月）～　月20日（金）まで3 3
☆身長・体重測定計があります。☆

　みんなで一緒に子育てを楽しみましょう。
日　時

3月20日（金）　2歳児集まれ!!　10：30～
3月27日（金）　3歳児集まれ!!　10:30～
4月 3日（金）　0歳児集まれ!!　10:30～
4月10日（金）　1歳児集まれ!!　10:30～

みんなで遊ぼう

☆おたのしみ会☆
　月25日（水）　10:30～11:303
　思い出作りにランチョンマットを作りましょう。
ワッペンは、好きな物をお持ちください。
先　着　20組　申し込み　3月20日（金）まで

☆親子ビクス教室☆
　月18日（水）　10:30～11:303
　親子で身体を動かしてリフレッシュしましょう。
講　師　　玉木　尚子さん
申し込み　　月13日（金）まで3
◎タオルと飲み物をお持ちください。

☆お絵描きをしましょう☆
　月　日（水）　10:30～11:304 8
　親子でお絵描きをして、楽しく過ごしましょう。
申し込み　　月　日（月）まで4 6

☆みんなであそぼう☆
　月　日（水）　10:30～11:304 1
　みんなでおもちゃや絵本で楽しく遊びましよう。
申し込み　　月30日（月）まで3
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図書館コーナー図書館コーナー図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書小川図書館館

JVCのおはなし会
・　月28日（土）　午後　時～3 2
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　ジュニアボランティアクラブの方たちが、たのしい
紙しばいや絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、おりがみをしてあそびましょう。

小川おはなし会
・　月 　日（土）　午前10時30分～4 4
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、オリジナルコマを作ります。

馬頭図書馬頭図書館館

たのしい絵本と紙しばいの会
・　月19日（木）　午前10時30分～3
・　月 　日（木）　午前10時30分～4 2
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　　親子でご参加ください。

小川図書館 3月8日～4月11日のお休み
開館時間

平日　午前　時30分9
～午後　時6

土日　午前　時9
～午後　時5

☎0287−96−2335

土金木水火月日
141312111093/8
21201918171615
28272625242322
4324/1313029
111098765

馬頭図書館館内整理休館
　馬頭図書館は、図書の整理のため、次の期間休館し
ます。
　休館中の資料の返却は、小川図書館のカウンター、
または返却ポストをご利用ください。
・　月10日（火）～13日（金）3

馬頭図書館 3月8日～4月11日のお休み
開館時間

平日　午前　時30分9
～午後　時6

土日　午前　時9
～午後　時 5

☎0287−92−5015

婦人ボランティアのおはなし会
・4月11日（土）　午後　時～2
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。おはなしの後は、
「鯉のぼりのモビール」を作ります。

土金木水火月日
141312111093/8
21201918171615
28272625242322
4324/1313029
111098765

高校生ボランティアのおはなし会
・　月15日（日）　午後　時～3 2
・場所　馬頭図書館　児童室
　馬高ボランティア部の方たちが、たのしい紙しばい
や絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、おりがみとティッシュでキャン
ディーを作ります。

①ネットが破れていませんか
②周りにごみが散乱していませんか
③回収されないごみが残っていませんか

　利用者の皆さんで管理し、ステーションをきれい
に保ちましょう。
問い合わせ　住民生活課　緯0287－92－1112

  ごみステーションをきれいにAct 9 日本法規のデータベースが使えます
・馬頭・小川図書館にあるパソコンで、法律・判
例等の情報へアクセスできます。

・ご利用の際はID等の入力が必要です。カウン
ター職員へお声をかけてください。

・印刷は1人1部のみ。1枚20円です。「複写申
　込書」でお申し込みください。
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那珂川町
図書館

一
般
書

児
童
書

『
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
古
墳
入
門
』

『
玉
の
図
鑑
』

　

古
墳
研
究
の
成
果
を
マ

ン
ガ
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を

駆
使
し
て
、
初
心
者
に
も

理
解
し
や
す
い
よ
う
に
ま

と
め
た
入
門
書
。

　

古
墳
に
ま
つ
わ
る
疑
問

を
解
決
し
ま
す
。

広
瀬　

和
雄
／
著

　

地
球
、
ダ
ン
ゴ
ム
シ
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
…
。
い

ろ
い
ろ
な
玉
の
形
に
注
目

し
た
図
鑑
。

　

玉
と
い
う
形
が
持
っ
て

い
る
意
味
や
面
白
さ
、
不

思
議
さ
を
伝
え
ま
す
。

森
戸　

祐
幸
／
監
修

◇
『
透
明
カ
メ
レ
オ
ン
』

道
尾　

秀
介
／
著

◇
『
絶
唱
』

湊　

か
な
え
／
著

◇
『
E
V
E
N
A
』

椎
名　

誠
／
著

◇
『
三
成
の
不
思
議
な
る
条
々
』

岩
井　

三
四
二
／
著

◇
『
今
日
も
一
日
き
み
を
見
て
た
』

角
田　

光
代
／
著

◇
『
精
鋭
』

今
野　

敏
／
著

◇
『
島
と
人
類
』

足
立　

陽
／
著

◇
『
サ
ー
カ
ス
の
夜
に
』

小
川　

糸
／
著

◇
『
吉
田
松
陰
と
松
下
村
塾
の
秘
密
と
謎
』

中
見　

利
男
／
著

◇
『
女
性
の
た
め
の
ゴ
ル
フ
ス
タ
ー
ト
B
o
o
k
』

田
口　

舞
子
／
監
修

◇
『
聞
き
出
す
力
』

吉
田　

豪
／
著

◇
『
腸
内
細
菌
と
共
に
生
き
る
』

藤
田　

紘
一
郎
／
著

◇
『
家
事
が
し
や
す
い
部
屋
づ
く
り
』

本
多　

さ
お
り
／
著

◇
『
ま
い
に
ち
の
中
高
生
の
お
弁
当
2
5
0
』

食
の
ス
タ
ジ
オ
／
著

◇
『
あ
か
く
ん
で
ん
し
ゃ
と
は
し
る
』

あ
ん
ど
う　

と
し
ひ
こ
／
著

◇
『
と
お
く
が
み
え
る
ね
、
ム
ー
ミ
ン
ト
ロ
ー
ル
』

ト
ー
ベ　

ヤ
ン
ソ
ン
／
著

◇
『
お
ば
け
の
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
』

あ
き
や
ま　

た
だ
し
／
著

◇
『
ね
こ
と
こ
ね
こ
ね
』

林　

木
林
／
著

◇
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
ラ
イ
オ
ン
を
か
く
す
に
は
』

ヘ
レ
ン　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ
／
著

◇
『
か
え
る
の
竹
取
も
の
が
た
り
』

俵　

万
智
／
著

◇
『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
つ
く
っ
た
ひ
と
た
ち
』

い
い
づ
か　

さ
だ
お
／
著

◇
『
は
み
が
き
れ
っ
し
ゃ
し
ゅ
っ
ぱ
つ
し
ん
こ
う
！
』

く
ぼ　

ま
ち
こ
／
著

◇
『
バ
ス
の
た
び
』

工
藤　

ノ
リ
コ
／
著

◇
『
高
崎
山
の
ベ
ン
ツ
』

江
口　

絵
理
／
著

◇
『
日
本
に
し
か
い
な
い
生
き
物
図
鑑
』

今
泉　

忠
明
／
監
修

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tosho.com

/nakagaw
a/P
C
/

P
C
00301.aspx

北
風
の
吹
き
く
る
時
期
が
回
り
来
て
乾
燥
肌
に
は
辛
い
毎
日

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

七
十
年
の
戦
後
そ
の
ま
ま
の
半
生
に
戦
前
戦
中
知
ら
ざ
る
は
暖

小　

川　
　

佐
藤　

孝
子

畦
草
を
燃
や
す
煙
の
ほ
の
ぼ
の
と
節
分
・
立
春
・
春
霞
待
つ

馬　

頭　
　

西
宮　

定
子

「
○
○
よ
し
」
の
指
呼
の
確
認
終
え
て
か
ら
寒
風
う
け
て
仕
事
へ
と
行
く

馬　

頭　
　

五
月
女
ト
ミ
ノ

肝
心
の
聞
き
た
き
事
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話
せ
ず
に
歯
痒
さ
残
り
受
話
器
置
き
た
り

盛　
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岡　

イ
チ
エ

短　

歌

駄
菓
子
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の
客
は
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い
こ
ど
も
達 

馬　

頭　
　

阿
久
津
紀
子
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人
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だ
か
ら
続
い
て
い
る
句
会 

大　

内　
　

郡
司　

正
幸

十
二
人
家
族
も
今
は
じ
い
と
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あ 

大
山
田
下
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佐
藤　

有
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屈
は
重
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負
っ
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長
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笹
沼　
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人
落
ち
る
人 

小　

川　
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澤　
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雄

偏
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が
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え
て
く
れ
た
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道 
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田　
　

岡
崎　

甫
子
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柳

豪
快
に
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事
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ま
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撒
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野　
　

鈴
木　

君
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走
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来
る
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火
に
追
は
れ
て
躓
け
り 

松　

野　
　

大
門　

正
一

注
連
飾
り
一
途
に
老
舗
守
り
来
し 

馬　

頭　
　

塚
原　
　

廣

山
の
宿
手
足
ゆ
る
め
て
初
湯
か
な 

三　

輪　
　

永
森　

悦
子

指
の
爪
紅
色
と
な
り
女
正
月 

小　

川　
　

金
井　

和
子

職
退
い
て
あ
ぎ
と
初
湯
に
浮
か
せ
置
く 

小　

川　
　

和
泉　

澄
雄

俳　

句
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　町では、統計法に基づく統計調査（国勢
調査や経済センサスなど）に従事していた
だける調査員の登録者を募集しています。
統計調査員の仕事を希望する方にあらかじ
め登録していただき、統計調査実施の際に
依頼し、統計調査員として従事していただ
きます。
■登録方法
　登録を希望される方は、登録票を直接ま
たは郵送、Eメールで企画財政課広報広聴
係へご提出ください。
　詳しくは町ホームページの「町からの募
集案内」をご覧ください。
　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/
　07bosyu/boshuu/
■申し込み・問い合わせ
　〒324-0692　
　那須郡那珂川町馬頭409番地   
　企画財政課広報広聴係　
　緯0287－92－1114
　FAX0287－92－1316
　E-mail:koho@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

寄
贈【
２
月　

日
受
付
分
ま
で
】

２０

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
図
書
館
へ

図
書
「
愉
楽
」　

匿
名
（
大
山
田
上
郷
）

図
書
「
望
郷
の
鐘
」　

2
冊　

　
　
    　
　

秋
元　

敏
行
様

（
千
葉
県
船
橋
市
）

図
書
「
健
康
で
文
化
的
な

　
　
　
　
　
　

最
低
限
度
の
生
活
2
巻
」

　
　
　
　
　

匿
名

図
書
「
野
州
恩
田
社
前
香
炉
銘
に
つ
い
て
」

4
冊　
　
　

大
沼　

美
雄
様（

那
須
塩
原
市
）

図
書
「
逆
説
の
日
本
史
」
全　

巻　

匿
名

20

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

2
万
円　
　

益
子　

和
弘
様
（
健
武　

回
）

85

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

1
万
円　
　

匿
名
（
4
8
4
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
そ
の
他
の
事
業
費
へ

お
手
玉　
　

　
　
　
　

J
A
な
す
南
馬
頭
地
区
女
性
会

統計調査員の
　　　登録者を募集しています

　平成28年度から平成37年度までを計画期間とする第
　次那珂川町総合振興計画を策定中です。2
　本計画は、基本構想・基本計画・実施計画で構成され
ますが、この度、基本構想の案がまとまりました。基本
構想（案）に対する町民の皆さまのご意見等をお寄せくだ
さい。
意見等の受付期間
　平成27年　月　日（月）から平成27年　月31日（火）3 2 3
　まで
基本構想（案）の閲覧方法
　①ホームページへの掲載
　②企画財政課及び総合窓口課での閲覧
意見を提出できる方 
町内に在住・通勤・通学している方、または町内に事
業所等を有する方

意見等の提出方法
　郵便、FAX、電子メール又は書面で提出
　※住所、氏名、電話番号を明記のこと
問い合わせ
　企画財政課企画調整係
　緯0287－92－1114　　FAX0287-92－1316
　E-mail：kikaku@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

第　次那珂川町総合振興計画基本構想2
（案）に対するパブリックコメント募集

　那珂川町シルバー人材センターでは、町
の庁舎建設に伴い、下記のとおり事務所を
移転いたします。
移転日　　月　日（水）4 1
移転先　那珂川町総合体育館
　　　　（那珂川町馬頭67-1）
問い合わせ　シルバー人材センター

緯0287－92－5730

シルバー人材センター
事務所移転のお知らせ

掲 載 位 置：各ページの下一段
サ　イ　ズ：縦50mm×横88mm
料　　　金：　色刷　　　　　　　　　　　回  5,000円～2 1
　　　　　　カラー刷（裏表紙のみ）　　　回10,000円～1
　　　　　　※複数月連続掲載の場合は割引あり
申 込 期 限：掲載希望する月の初日の40日前
問い合わせ：企画財政課広報広聴係　緯0287−92−1114

広報紙に広告を掲載しませんか？
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受付期間　　月　日（金）まで5 1
試験場所　宇都宮市内
採用試験日
・一般（大卒程度、院卒者）
　　月16日（土）・17日（日）5
　（17日は飛行要員のみ）
・歯科・薬剤科　　　月16日（土）5
応募資格

問い合わせ　
自衛隊栃木地方協力本部大田原地域
事務所　緯0287－22－2940

林業退職金共済制度（林退共）
からのお知らせ

　国税局や税務署において、税のス
ペシャリストとして働く国税専門官
（国家公務員）を募集します。
試験日　第　次試験　　月　日（日）1 6 7
受験資格
昭和60年　月　日～平成　年　月4 2 6 4
　日生まれの者で、次に掲げる者1
敢大学を卒業した者及び平成28年
　月までに大学を卒業する見込み3
の者

柑人事院が敢に掲げる者と同等の資
格があると認める者

申し込み方法　原則インターネット
申し込み。次のアドレスへアクセス
し、説明に従って入力してください。
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.
html
受付期間　　月　日（水）午前　時～4 1 9
　月13日（月）［受信有効］4
インターネット申し込みに関する問
い合わせ　人事院人材局試験課
緯03－3581－5311
上記以外の問い合わせ　
関東信越国税局人事第二課試験係
緯048－600－3111

　林業の仕事をしていたことはあり
ませんか？林退共制度に加入してい
たが、退職金をまだ受け取っていな
い方を探しています。以前、林業の
仕事をしていたが、ご自身で林退共
へ加入していたかわからない方につ
いてもお調べ致します。
　また、罹災された共済契約者及び
被共済者の皆様に対し、各種手続き
（共済手帳の紛失、退職金の請求等）
の必要が生じた場合はできうるかぎり
の範囲において速やかに対応したい
と考えておりますので、最寄の支部又
は本部へお問い合わせ、ご相談くださ
いますようお願いいたします。
問い合わせ
独立行政法人勤労者退職金共済機構
林業退職金共済事業本部
〒170-8055　東京都豊島区東池袋
1-24-1　ニッセイ池袋ビル
緯03－6731－2887 FAX03－6731－2890
　詳しくはホームページでもご案内
しております。
http://www.rintaikyo.taishokukingo.jp

小川リコーダー愛好会20周年記念
「ほのぼのリコーダーコンサート」

開催のお知らせ

平成27年度国税専門官
採用試験のお知らせ

　県では、県民の皆さんの意識やニ
ーズを把握し、県政に反映させるた
め、インターネットを利用した県政
に関するアンケートに御協力いただ
ける方を募集しています。
　県内在住の満16歳以上の方で、月
　回のアンケートに御協力いただけ1
る方は、県ホームページ「とちぎ
ネットアンケート協力者募集」の応
募フォームからお申込みください。
問い合わせ　
県広報課　緯028－623－2158

「とちぎネットアンケート」
協力者募集中！

自衛隊幹部候補生
採用試験のご案内

　職場におけるストレス及びメンタ
ルヘルスの不調を抱える方等に対し、
産業カウンセラーが無料でカウンセ
リングを行います。
日時　　月10日（金）、　月　日（金）、4 5 8
　月12日（金）　6
いずれも午後　時30分～　時30分1 4
場所　
県庁河内庁舎宇都宮労政事務所
対象者　労働者及び使用者、求職者、
メンタルヘルス不調等の理由により
退職した方・家族・同僚・上司等
予約方法　相談希望日の　日前まで3
に電話で予約してください。
予約受付時間　平日午前　時30分～8
午後　時15分まで5
予約・問い合わせ
県宇都宮労政事務所
緯028－626－3053

「働く人のメンタルヘルス相談」
のお知らせ

　ケーブルテレビでは、下記の日程
で受信障害を防止する工事を実施致
します。工事時間中は、テレビ（地
上波のみ）は視聴できません。
工事日時　
　月16日（月）　午前　時～　時3 3 4
影響範囲　
地上デジタル放送が視聴できません。
※BS・CS放送は視聴できます。
ご不明な点などありましたら、下記
へお問い合わせください。
問い合わせ　ケーブルテレビ放送セ
ンター　緯0287－92－1121

ケーブルテレビから
受信障害対策工事のお知らせ

22歳以上26歳未満の者
（20歳以上22歳未満の者
は大卒（見込含）、修士課
程修了者等（見込含）28
歳未満）

一般
（大卒者）

修士課程修了者等（見込
含）で20歳以上28歳未満
の者

一般
（院卒者）

専門の大卒（見込含）で
20歳以上28歳未満の者

歯科・
薬剤科

日時　　月22日（日）3
　　　開演：午後　時30分1
場所　小川公民館（入場無料）
内容　
・第　部～20年を振り返って～1
　Jubilee Waltz、ロンデリーの歌等
・第　部～ゲストとの共演～2
　グリーンスリーブス変奏曲、ふる
さとの四季等
ゲスト　芳賀謙介（リュート）、
芳賀洋子（朗読）、栃木チェロ協会メ
ンバー
問い合わせ
星　武子　緯0287－96－2054
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那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

番　組　名時　間
NewsなかがわTOWN 5:30

文字放送
 6:00
 6:30

NewsなかがわTOWN 7:00
文字放送 7:30

アグリネット
 8:00
 8:30

NewsなかがわTOWN 9:00
文字放送 9:30

栃木県提供番組
10:00
10:30

NewsなかがわTOWN11:00

文字放送
11:30
12:00

NewsなかがわTOWN12:30

企画番組・文字放送
13:00
13:30

文字放送
14:00
14:30

NewsなかがわTOWN15:00

文字放送

15:30
16:00
16:30
17:00

植物の世界17:30
メイキング18:00

企画番組・文字放送
18:30
19:00

NewsなかがわTOWN19:30

栃木県提供番組
20:00
20:30

安全・安心の科学21:00
NewsなかがわTOWN21:30

企画番組・文字放送
22:00
22:30

NewsなかがわTOWN23:00

文字放送
23:30
 0:00
 0:30

NewsなかがわTOWN 1:00
文字放送朝まで

【お知らせ】
都合により予告なく番組を変更すること
があります。電子番組表（リモコンの

「番組表」ボタン）で確認をお願いします。
問い合わせ：錆0120－227－445

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

★ケーブルテレビ企画番組

平成27年度
「那珂川町文学歴史散歩の会」

会員募集のお知らせ

日時　　月　日（木） 4 9
　　　午後　時30分～　時30分1 4
会場　大田原市トコトコ大田原
　　　　階 市民交流センター3
定員　18名（事前予約制）
対象者　
那珂川町、大田原市、那須塩原市、
那須町、矢祭町、大子町の住民
内容　栃木県弁護士会所属の弁護士
が相談に応じます。
※相談時間は、　 人20分1
申し込み　　月　日（木）から相談日前4 2
日までに、下記まで電話にてご予約ください。
申し込み・問い合わせ　大田原市総
合政策部総務課総務法規係
緯0287－23－1111

※町営住宅の家賃は所得に応じて、
　決定します。
募集期間　
　月10日（火）～　月25日（水）3 3
その他　申込方法、入居資格等の詳
細は、お問い合わせください。
問い合わせ　
建設課管理係　緯0287－92－1118

番　組　名日　付
うた那珂カラオケ
のど自慢！

3/9～3/15

平成27年春
町長に聞く

3/16～3/22

馬頭中学校卒業式3/23～3/29
小川中学校卒業式3/30～4/5
八溝山周辺地域
定住自立圏シンポジウム

4/6～4/12

町営住宅
入居者募集のお知らせ

八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

入居時
家賃（円）

間
取
り

戸
数住宅名区

分

9,600～
14,400

3
K

1
戸

谷田
上の原住宅

町
営

　県内外の各地を訪ねて歩き、楽し
みながら知識を増やす、「文学歴史
散歩の会」で仲間づくりをしません
か？　時間程度歩行が可能な方であ1
れば、誰でも参加できます。
活動計画　
年間10回程度（宿泊　回含む）1
年会費　3,000円（保険、通信費他）
参加費はその都度徴収
講師　桑野正光氏
　　　（前那珂川町教育長）
募集　40名（先着順）年間活動にお
おむね　割参加できる方8
申込締切　　月31日（火）3
申し込み・問い合わせ　
渡辺恵子（会長）
　　　　　　緯0287－96－2668
生涯学習課　緯0287－96－2116

　県では、地域において消費生活の
安定・向上のために活躍できるリー
ダーを養成するため、消費生活リー
ダー養成講座を開催します。
対象者　地域において消費者活動に積
極的に取り組む意欲のある者かつ全日
程を受講可能な者で町長が推薦する者。
期間　　月～11月の内12日間5
時間　午前10時～午後　時3
内容　消費生活に関する基礎知識を
習得するための講義等
単位　24単位　受講料　無料
16単位以上取得した者に修了証書を交付。
定員　40名
場所　県庁本館　階大会議室　6 1
募集締切日　　月20日（月）4
申し込み　商工観光課商工係
緯0287－92－1116

平成27年度消費生活リーダー
養成講座のお知らせ

　高齢者を中心に、悪質な業者によ
る未公開株や社債、ファンドなどの
詐欺的な投資勧誘被害が多発してい
ます。おかしいな？と思ったら、迷
わず財務局までご相談ください。
受付　平日 午前　時～午後　時9 5
問い合わせ　
財務省関東財務局証券監督第　課1
（無登録業者担当）
緯048－613－3952

悪質な投資勧誘にご注意!!

17 広報なかがわ　平成27年　月10日3

郷
土
の
偉
人　

県
令
北
島
秀
朝

　

北
島
秀
朝
は
、
天
保
十
三
年

（
一
八
四
二
）
四
月
七
日
に
大
山

田
下
郷
の
益
子
家
に
生
ま
れ
、
幼

名
を
幸
之
助
、
ま
た
顕
義
と
称
し

ま
し
た
。
生
家
は
累
代
、
篠
尾
神

社
の
神
官
を
務
め
る
家
柄
で
、
父

が
四
十
一
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
、

母
に
よ
っ
て
養
育
さ
れ
ま
し
た
。

兄
が
夭
折
し
、
妹
と
二
人
兄
妹
で

し
た
。
大
黒
柱
を
失
っ
た
益
子
家

は
赤
貧
洗
う
が
ご
と
き
状
態
で
し

た
が
、
兄
妹
は
常
に
励
ま
し
合
っ

て
成
長
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

孝
之
助
は
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、

独
力
で
文
武
の
修
養
に
励
ん
だ
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）、
地
方
の
郷
士
・
神

官
等
の
子
弟
を
対
象
と
し
た
馬
頭

郷
校
が
開
業
す
る
と
、
孝
之
助
も

神
官
の
家
柄
と
し
て
入
校
し
ま
し

た
。
そ
の
目
的
は
尊
王
攘
夷
の
思

想
を
鼓
吹
す
る
こ
と
で
し
た
。孝
之

助
は
こ
こ
で
そ
の
思
想
を
啓
培
さ
れ
、

後
に
尊
攘
志
士
と
し
て
国
事
に
奔

走
す
る
に
至
り
、
そ
の
素
地
は
こ
の

郷
校
教
育
で
培
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月

水
戸
藩
主
慶
篤
は
幕
府
の
命
に
よ

り
、
多
く
の
藩
士
を
従
え
て
朝
廷

守
護
の
た
め
上
洛
し
、
本
圀
寺
に

駐
屯
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
孝
之

助
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時

の
京
都
は
全
国
か
ら
志
士
が
集
ま

り
、
尊
王
攘
夷
を
唱
え
て
お
り
、

こ
う
し
た
中
で
孝
之
助
は
時
代
の

流
れ
が
尊
王
倒
幕
に
向
か
っ
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
、
本
圀
寺
よ
り

脱
藩
し
、
西
国
の
情
勢
を
具
に
観

察
し
京
都
に
戻
り
ま
し
た
。
機
を

得
て
密
に
倒
幕
を
考
え
て
い
た
岩

倉
具
視
と
面
会
し
、
感
化
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
頃
北
島
家
の
養
子
と

な
り
、
撫
名
を
千
太
郎
と
改
め
ま

す
。
明
治
元
年
征
幕
軍
に
加
わ
っ

た
千
太
郎
は
、
東
山
道
鎮
総
監
に

従
い
大
監
察
と
な
り
、
大
い
に
功

績
を
上
げ
ま
し
た
。
江
戸
に
入
る

と
鎮
守
府
民
政
判
事
に
選
任
さ
れ
、

江
戸
が
東
京
と
改
名
さ
れ
る
と
社

寺
裁
判
所
判
事
に
、
さ
ら
に
東
京

府
判
事
に
叙
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
下
総
開
墾

局
知
事
と
な
り
、
禄
を

失
っ
た
武
士
や
難
民
の

救
済
を
図
り
、
千
葉
県

北
部
一
帯
の
開
墾
を
進

め
ま
し
た
。
そ
の
功
に

よ
り
東
京
府
権
大
参
事
に
昇
進
、

明
治
五
年
に
は
和
歌
山
県
令
と
な

り
、
名
を
秀
朝
と
改
め
ま
す
。
翌

年
、
健
康
を
害
し
て
辞
任
し
ま
し

た
が
、
明
治
七
年
に
親
交
の
あ
っ

た
江
藤
新
平
が
地
元
佐
賀
で
反
乱

を
起
こ
し
て
鎮
定
さ
れ
る
と
、
そ

の
復
興
の
た
め
佐
賀
県
令
を
命
ぜ

ら
れ
ま
し
た
。
戦
禍
に
疲
弊
し
た

県
の
復
興
に
卓
越
し
た
業
績
を
挙

げ
ま
す
。

　

明
治
九
年
、
佐
賀
県
が
長
崎
県

に
合
併
さ
れ
、
北
島
は
改
め
て
長

崎
県
令
に
任
じ
ら
れ
ま
し
た
。
翌

年
春
、
西
南
戦
争
が
勃
発
、
鹿
児

島
県
か
ら
利
を
も
っ
て
味
方
に
な

る
よ
う
誘
わ
れ
ま
し
た
が
、
断
固

と
し
て
こ
れ
を
退
け
、
県
下
を
警

備
し
県
民
の
動
揺
を
防
ぎ
ま
し
た
。

乱
が
鎮
ま
る
と
長
崎
県
下
に
コ
レ

ラ
が
蔓
延
し
、
死
亡
者
が
相
次
ぎ

ま
し
た
。
部
下
を
監
督
し
、
自
ら

も
患
者
を
見
舞
う
な
ど
し
ま
し
た

が
、
自
身
も
感
染
、
明
治
十
年
十

月
十
日
、
異
郷
の
地
に
お
い
て
三

十
六
歳
の
若
さ
で
没
し
ま
し
た
。

　
　

馬
頭
郷
土
資
料
館

　

館
長　

藤
田　

博
雄

金
子　

ユ
キ　
（　

）　

馬　

頭

94

山
本　

七
重　
（　

）　

馬　

頭

85

屋
代　

イ
ネ　
（　

）　

馬　

頭

92

西
沢　

美
代　
（　

）　

馬　

頭

72

西
沢　

洋
右　
（　

）　

馬　

頭

73

薄
井　

耕
美　
（　

）　

健　

武

76

田
邊　

博
三　
（　

）　

矢　

又

44

寺
田　
　

治　
（　

）　

矢　

又

79

長
倉　

サ
ノ　
（　

）　

矢　

又

94

髙
野　

カ
ン　
（　

）　

小　

口

93

岡　
　

チ
ヨ　
（　

）　

小　

口

90

大
金　

ヒ
サ　
（　

）　

北
向
田

91

（
氏　

名
）
（
年
齢
）（
住
所
）

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

長崎市に建つ秀朝の墓碑

浄
法
寺

加
藤　
 
愛  
莉 

あ
い 

り

卓恵

馬　

頭

深
澤　
 
柊  
人 

し
ゅ
う 
と

晃
一

静
香

健　

武

薄
井　
 
朋  
杏 

と
も 

あ

健
則

由
紀

久
那
瀬

橋
本　
 
栞  
華 

か
な 

は

満ひ
と
み

小　

川

3月1日現在の人口
（住民基本台帳）

男
女
計

世帯数

人（− ８）
人（− １７）
人（− ２５）
（　 １）

９,００８
８,８８３
１７,８９１
６,１０１

（　）内は前月との比較

平
野　

ミ
チ　
（　

）　

久
那
瀬

90

田
代　

ツ
ネ　
（　

）　

久
那
瀬

89

小
森　

幸
雄　
（　

）　

松　

野

79

菊
地　

サ
キ　
（　

）　

大　

内

95

大
越　

コ
マ　
（　

）　
大
山
田
下
郷

89

堀
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第114回

企画展　「青木コレクション展－徳富蘇峰と青木藤作－」

　那珂川町馬頭広重
美術館では現在、
「青木コレクション
展－ 徳  富  蘇  峰 と 青  木 

とく とみ そ ほう あお き

 藤  作 －」を開催して
とう さく

います。美術館の核
となる「青木コレク
ション」を形成した

歌川広重「雛図」（部分）　当館蔵

【会　　期】
　月　日（金）～　月12日（日）3 6 4

【休 館 日】
月曜日、祝日の翌日

【開館時間】
午前　時30分より午後　時まで9 5
　　　　（但し入館は午後　時30分まで）4

【入館料】
大　　　人　500円（450円）
高・大学生　300円（270円）
※（ ）は20名以上の団体料金。
※中学生以下は無料。
※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い　名は半額1

　「第10回那珂川町版画コンクール」の表彰式が2月12日に広重美術館で開催さ
れました。
　このコンクールは、子ども達が版画に親しみ、その良さを知ってもらおうと開
催されています。今年は町内の小中学校や幼稚園・保育園から819点の出品があ
り、1月30日に行われた審査会で町長賞を含む112点の作品が選ばれました。
　表彰式では、「今回は作っている人の感動体験がリアルに作品に表現されてい
た。作る人の思いが、人を感動させるような一所懸命さが作品全体の中に入って
いた」などと講評がありました。
　町長賞には、馬頭小学校3年の磯野鈴奈さんの作品「おいしいみつ」が選ばれ
ました。

青木藤作と、藤作に大きな影響を与えた徳富蘇峰に
関する資料に加えて、所蔵品の中から春を描いた作
品を多数展示しています。その中から今回は、江戸
の浮世絵師・歌川広重（1797～1858）の「 雛  図 」

ひな ず

をご紹介します。
　本図は肉筆画の作品で、雛人形の中でも「古今雛」
と呼ばれる、現在一般的に飾られる雛人形の祖型と
なったものが描かれています。上げ畳に坐る二人は、
 外  隈 （描かれた対象の外側部分をぼかし、対象物を
そと ぐま

白く浮き立てる技法 ）で表された月輪の中に描かれ
ており、頭上には源氏雲がたなびいています。構図
は非常にシンプルですが、衣装の文様や冠の装飾な
ど細部は丁寧に描き込まれており、荘厳な雰囲気の
ある作品となっています。また、 落  款 （サイン）と

らっ かん

 印 
いん

 章 （ハンコ）が画面の中央にあることから、もと
しょう

は三幅対で、左右に桃の花などを描いた軸があった
可能性が考えられます。
　ところで今年、雛人形を飾ったご家庭では、男雛
と女雛を左右どちらに並べたか覚えていますか。本
図と逆に並べたのではないかと思います。実は、日
本古来の並べ方は本図のような並べ方で、昭和天皇
と皇后が国際マナーに則して並ぶようになってから、
向かって左に男雛、右に女雛を並べるようになった
そうです。今でも京都など、日本古来の並べ方で並
べている地域もあります。
　本展は4月12日（日）までの開催です。広重のかわ
いらしい「雛図」をぜひ会場でお楽しみください。

馬頭広重美術館　学芸員　瀬戸口智恵

第10回那珂川町版画コンクール

磯野　鈴奈さん（北向田）
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